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会費の納入をお忘れな＜ ！（年会費 3,000円）

平成14年度迄の会費未納入の方は、 同封の郵便振替用紙にて納入下さい！

納入状況は同封の個人データ（会費欄）に記載しております。

平成13~15年度分会費を完納されますと、来夏発行予定の会員名簿を無料でお送りします。

また、名簿を購入された方で代金の納付をお忘れの方も、直ぐにお支払い下さい！

-1 -



平成14年度京機会秋季大会・総会開催のご案内

本大会を下記により開催いたしますので、ご出席下さいますようご案内申し上げます。

日時：平成14年 11月8日（金） 13:30,......, 

会場： （株）デンソー社員クラブ 「Dスクエア」

刈谷市中山町2-38(0566-62-0556) 

http://1V¥V¥V.cl-square. co. jp 

マップコード： 17556593 

（カーナビをご使用の方はこのコードをセット下さい。）
JR東海道線刈谷駅、名鉄三河線刈谷駅より徒歩

行 事：

【◎中部支部総会 (13:00,.__., 13: 30)下記案内をご参照下さい。】

◎秋季大会 ・総会 (13:30--..., 18: 15) 

l. 開会挨拶 13:30--...,13:50 

2. 総会 13:50--...,14:05 

・京機会旗についての審謙等

3. 特別講演 14:05--...,15:05 

「セントレア（中部国際空港）の開港に向けて」 http: //WWlv. centrair. jp 

中部国際空港（株） 社長平野幸久氏

Ni
 

4. 技術講演 15:05,...._,15:35 

「生産ラインにおけるロボッ ト」

（株）デンソーウェーブ 小南哲也氏 (S55) 

5. 見学会 15:35,...._,rn:15 Cバスにて往復移動します。）

（株）デンソー 安城工場 ス タータ 自動組み付けライン

お気軽にカジュアルウェア

でお越し下さい。

◎ 懇親会 ：(18: 15.--...,19:45) 会費： 7,000円 （当日、同会場でお支払い下さい。）

中部支部総会開催のご案内

日時：平成14年 11月8日（金） 13:00,-...,13:30 

会場： （株）デンソー社員クラブ 「Dスクエア」 女京機会秋季大会と同じ会場です。

◎支部総会終了後、 上記の京機会秋季大会が開催されます。

◎懇親会は、秋季大会と共同で開催いたします。

◎ご回答は、 10月18日 （金）までに、同封のはがきでお寄せ下さい。

今回の返信はがきは、京機会秋季大会 ・懇親会の他に、中部支部総会の出欠も併せてご回答いただけるようにしました。

中部地区以外の方でも、支部総会からのご参加は可能です。

◎京機会HP(http://www.hi-ho.ne.jp/dai2seiki/)からも、各種受付カ'PI能となりました。

但し、二重受付登鰯坊止の為、出欠回答は、 「はがき」か「HP受付」のどちらか一方でお願いします。

中部支部総会と平成14年度京機会秋季大会 ・総会、および懇親会のお知らせ

上記案内にありますように、本年度支部総会を11月8日（金）

13時より愛知県刈谷市の（株）デンソーにて開催いたします。

昨年の支部発足後、初めて当支部で開催される秋季大会 ・総

会を盛り上げることを狙って、秋季大会 ・総会と支部総会を

同時開催いたします。

特別講演では、常滑市沖にその姿を現し始めた中部国際空

港について、空港会社社長の平野幸久様からお話をいただき

ます。セントレア (Centrair)との愛称で呼ぶ新空港 （次頁

写真）は、中部圏と世界を結ぶ24時間運用可能な国際空港で、

平成17年3月開港を目標に急ヒ ッ゚チで建設が進んでいます。厳
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しい日程の中で取り組む工期短縮やコスト削減など、空港建

設にまつわる技術上のチャレンジやさまざまなエピソードに

ついてご講演いただく予定です。

加えて、（株）デンソーの安城製作所の自動車用スタータ

製造ラインについて、講演と現場の見学会を予定しています。

本ラインは移動機能を用いた自律・協調ロボットで構成され、

ロボットの台数を増減させることにより、柔軟に生産最変化

に対応することが出来、それによりスリムな投資を実現可能

としています。

その先進性は高く評価さ

れ、平成11年に第34回機械

振興協会買 ・通産大臣賞を

受貨しております。

皆様の多数のご参加をお待

ち申し上げております。

___,,.,, 
centrair 

喩

「京機福岡の会」開催のご案内 (P. 12に関連記事。）

日 時：平成 14年 11月23日（土 ・祝） 13:00~16:oo 

会場 ：KKRはかた（公務員共済組合施設、福岡市中央区薬院4-24-1、092-521-4881、

バス停「南薬院」すぐ、 JR博多駅よりタクシー10分）

次第 ：昼食をとりながら懇談、および京大の現状報告（京大の教官）、今後の会の運営についての相談

会野 ：6,000円

◎ご回答は、 11月1日 （金）までにお願いします。

今回の返信はがきに、本会の出欠回答欄もご用意しておりますので、併せてご回答下さい。

九州地区以外の地域からのご参加も歓迎いたします。

◎京機会HP(http://www.hi-ho.ne.jp/dai2seiki/)からも、受付が可能です。

関西支部総会・新年会開催のご案内 (P. 12に関連記事。）

開催日 ：平成 15年 1月 17日（金）

場所 ：ホテルグランビア大阪

・総会 ：17:30,-..__, (孔雀の間） • 新年会 ： 18: 30,...._, (名庭の間）

関東支部総会・新年会開催のご案内 (P. 10に関連記事。）

平成15年 1月下旬頃、開催予定です。

中 国 ・ 四 国 支 部 総 会 ・懇親会のご案内 (P. 10に関連記事。）

平成 15年2月初旬頃、マツダ（株）（広島県安芸郡府中町）で開催予定です。

◎上記、支部 （関西 • 関東 ・中国四国）総会・新年会のご案内は、後日、別途、各支部会員宛にお送りします。

詳細は、後日 HPでもご案内します。該当支部以外の方の参加も歓迎します。

該当支部以外の方で参加希望の場合は、京機会事務局までこ漣祟げさい。事務局よりご案内をお送りさせていただきます。

平成14年度春季大会講演会の風景
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昨年度の京機会運営のご報告と今年度の運営方針について 会長 永井将

本年4月の総会において、昨年度に引きつづき京都大学機

械系工学会ほ激絵が店里営を仰せつかりましたが、本年度は、

昨年度構築致しました新体制の基盤を定着させることを運営

の基本方針にしたいと考えております。

顧みますと昨年度は、新体制発足以来満3年が経過して活

動が一巡したうえ、関西•関東支部に続き中部支部、中国・

四国支部の設立が計画され、京機会が4支部体制の本格的な

活動に入ることになりましたので、新体制の基盤を構築する

ことを目的と致しましt:.aそして、

① まず、 12・13年度会喪の納入が伸ぴ悩んでおりましたの

で、各年度会費の納入経過を調査して向上対策を得ると共に、

新体制発足後3年の収入と支出を分析して、健全な予算をた

て実算管理する体制を構築し、試運用致しましt:.a
② つぎに、支部は地域集会活動を基本とするなど、設立さ

れました 4支部のあり方を定めるとともに、 4支部以外の地

域への対応を検討・着手致しました）

③ 一方、本部は春季・秋季大会の開催、京機会ニュース・

会員名簿の発行、支部支援等を行いますが、その組織・運営体

制を強化するため会則改正と役員増強を行いました中でも

評謙員は会則で卒業年度別幹事と位置づけられておりますの

で、卒業年度別同期会との連携を密にするため、 1名の卒業

年度代表評議員に連絡窓口としてご協力を頂き、 1・2名の各

支部会員に地区評謡員に就任頂き支部活動にご協力頂くとと

もに、会員名簿の精度や会費納入率の向上へのご協力をお願

いするなa平議員の協力体制を構築致しましt:.a
④ また、第二世紀記念事業の京機会情報ネットワークにつ

きましては、既設の社会にオープンな京機会ホームページの

充実とともに、 IT時代に相応しい会員にクローズドな Web

フォーラムの新設に着手しました3

⑤ 以上の特別課題検討の他、ニュース・会員名簿の発行、

大会等諸会合などルーティン活動の充実・経費削減、事務の省

力化等の課題検討を実施いたしましt¼ そして、それら課題

検討のためのデータベース構築と、課題検討の結果として内

規・覚書・標準・基準を整備致しましt¼

ここで、会費納入につきましては、昨年秋、京機会ニュー

スと一緒にお願いの文書をお送り致しましたが、お蔭様で、

昨年度会費の年度末納入率は34.5%に達し、これまでで最高

の平成 11年度会費の年度末納入率33%を超え、また 11年度

会費は昨年度末で39.6%に達することが出来ましたしかし、

それらはまだ予算納入率40%に達しておりませんので、今後

ともご協力頂きますようお願い申し上げます。

そこで、今年度の運営方針と致しましては、

(1) 昨年度実施しました課題検討結果の実行を継続させ、そ

の過程で生じた問題点を改善して定着させることに最重点に

取組み、問題点改善として特に事務員の業務量の適正化と会

員データ管理の省力化を図りたいと存じます。

(2)また、特別課題の検討・対策につきましては、下記の重

点的課題3点を実施したいと存じます。すなわち、

1) 会費納入率向上の挑戦目標を 50%以上として、評議員の

協力体制確立等そのための施策を重点的•長期的に実施する。

2) その施策の一環として、かつ本会の活性化のため、若手

会員・学生との交流を本部・支部協力して促進する。

3) 会員数の少ない支部の活動強化と本部業務抵適正化のた

め支部交付金を見直すとともに、 4支部以外の地域に地区京

機会の設立を図る。などを推進したいと存じます。

以上、微力ながら役員共々、京機会第二世紀の磐石な基盤

を定着させることに尽力したいと存じますので、皆様方の絶

大なご協カ・ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

平成14年度京機会評議員会・春季大会・総会のご報告

1. 評議員会

平成 14 年 4 月 20 日に総会に先立って評議員会~旧合同）

が62名の出席で開催された3 総会議案の審議として、昨年度

の活動報告、 2支部設立と 4支部の活動報告、会計報告と決

算時期変更の提案がなされ了承された）また、今年度役員候

補、運営方針案の説明がされ、了承された）評議員について

は各卒業年度で 1名を「卒業年度代表評議員」と、若干名を

「地区評議員」と呼ぶことが了承された，京機会活動の活発

化と会費徴収率の向上について意見が出された。

2. 学生と先輩の交流会

本年も社会で活躍する機械系工学教室の先悲から在学生が

さまざまな間段を得る機会として標記の会を企画・開催した）

昨年より 3社増え、合計62社（官公庁ならぴに独立行政法人

研究所の2組織を含む）から卒業生に来ていただき、在学生も

2年生から修士の学生まで 300名以上が参加した所定の時

間を過ぎても各所で熱気に溢れた面談が続く意欲的な交流会
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となった3

3. 講演会

(1)「技術者における物理と数学の必郵生と発想の転換の重要

性について」 小寺秀俊氏 (S55)

数値解析を実際に利用する場合に必要な基本的な数学の体

系を交えて、数値実験の道具としての計算機シミュレーショ

ンについて講演されたさらに、これまでの機械の発明や発

達における発想の転換の重要性について、例示されt~ 最近

話題になっているマイクロマシンの用途として注目されてい

る医療分野のマイクロマシンの内、インプランタブルホスピ

タル（マイクロ TAS)構想について説明され、その一環とし

て自ら行われているマイクロポンプやマイクロアクチュエー

タについて、講演された。最後に、桂キャンパスにできる桂

インテックセンター及びナノ工学高等研究浣の組織について

説明された）



(2)「21世紀の工作機械ビジネス」 森雅彦氏 (S60)

up・downの激しい工作機械業界を生き抜くためのアイデ

アを自社の実例とともに述べられた。具体的には工作機械消

費率が 90%の海外市場をターゲットにして社員の英語教育

を充実させている。 営業設計•メンテナンス情報のフルデジ

タル化をすすめ、カリフォルニアのサクラメントにデジタル

技術研究所を設立して現地大学の PhDを採用し、現地での

CAEと国内の機械設計を連携させている。これらの努力によ

り主カマシニングセンタの低コスト化、高性能化を進める一

方で、自社内に自動車部品のラインをひき、コスト計算を行

って工作機械の販売戦略に活用している。統計値とものづく

りの現場を冷静に分析し、 "capacity"から"productivity、

efficiency"への転換、国際化路線等の方針を打ち出し実践さ

れている点に新しいリーダ像を実感した。なにより、問いて

いて"元気が出る”講演であった。

4. 平成14年度総会

講演会に引き続き、同会場で平成 14年度京機会総会が開催

された。永井会長(S31)の挨拶に続いて、下記の件が報告、承

認された）なお、総会参加者は211人であった。

(1)平成13年度活動報告の件

藤本代表幹事 (S39)から、活動状況が報告された。

(2)平成13年度会計報告の件

塩路幹事 (S50)から会計報告、森川監事 (S25)からの監

査報告があり、了承された。また、平成14年度から決算時期

を2月末日とすることが説明され、承認された。なお、平成

13年度京機会決算報告はP.8に掲載3

(3)支部報告の件

関西、関東、中部、中国 ・四国の各支部の活動状況につい

て報告があった。各支部活動の詳細はP.9~12に掲載つ

(4)第二世紀記念事業の件

京機会webforum等の第二世紀記念事業が順調に行われて

いることが報告された。P.9で詳しく紹介する。

(5)役員改選の件

平成14年度の会長 ・副会長として、

【会長】 永井将 (S31)

【副会長】 関西支部長

を選出した>

関東支部長

中部支部長

中国匹国支部長

大学

坂戸瑞根 (S32) 

小澤三敏 (S33) 

松本和男 (S41) 

川口東白 (S34) 

鈴木健二郎 (S37)

なお、大学以外の副会長は、原則として支部長とし、期央

で支部長の交代があれば、副支部長も交代することが、付帯

決議された。

(6)新年度運営方針の件

永井会長(S31)および塩路幹事 (S50)より 、平成 14年度

の運営方針と予箕案が説明され、承認された。

5. 現役生も交えた懇親会

昨年に引き続き吉田食堂を会場として、懇親会が227名の

参加で盛大にとり行われた）会牲がリーズナプルなこともあ

って、数名の女性を含む現役学生が39名も参加しt;:.,OB同

志の交歓ばかりでなく、学生と先荒の自由な交流の場として

定着しつつあり、昔話に花を咲かせたり、現役気質を知る絶

好の場となっ

ている。料理

や飲み物もた

っぷりあり、

ほとんどの方

が一本締めに

よるお開きの

時間まで賑や

かに語り合っ

た。

◎春季大会・総会の様子は、P.3、P.16の写真もご参照下さい。

【会長】

平成14年度京機会役員（敬称略）

【常任幹事］

永井 将 (S31、日立造船（株）顧問）

【副会長］

関西支部 坂戸瑞根 (S32、コベルコ冷熱システム常務取締役）

関東支部 小澤三敏 (S33、住友重機械工業（株）相談役）

中部支部 松本和男 (S41、（株）デンソー専務取締役）

中国・四国支部 川口東白 (S34、宇部興産（株）顧問）

大学 鈴木健二郎 (S37、機械工学専攻教授）

【監事］

大谷降ー (S37、京都大学名誉教授）

森川龍一 (S25、森川テクノ ・マネジ代表）

植木 努 (H元、コーワ総合会計事務所代表）

【代表幹事】

久保愛三 (S41、精密工学専攻教授）

［常任幹事】

会長指名幹事

熊澤正博 (S43、（株）日立製作所）
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支部代表幹事

関西 ：本地真一郎 (S45、松下電器産業（株））

関東 ：藤川卓爾 (S44、三菱重工業（株））

中部 ：伊勢消貴 (S53、 トヨタ自動車（株））

中国・四国 ：熙田哲男 (S45、三井造船（株））

大学側幹事

関西支部担当 ：牧野俊郎 (S47、機械物理工学専攻教授）

関東支部担当 ：吉村允孝 (S43、精密工学専攻教授）

中部支部担当 ：松久 寛 (S45、精密工学専攻教授）

中国四国支部担当 ：島 進 (S40、機械工学専攻教授）

名簿担当 ：熊本博光 (S44、情報学研究科システ研斗学専攻教授）

広報 ：ニュース担当 ：木村健二 (S51、機械物理工学専攻教授）

広報 ：HP担当 ：小寺秀俊 (S55、機械工学専攻教授）

会計担当：塩路昌宏 (S50、ゴ峠二令斗学研究科

功I紺唆換科学専攻教授）



平成14年度京機会評議員（敬称略）
(klr) ; H14年度郡丑精組 H14.8現在

卒年
卒業年度代表評議員 地

［（）以外は関西］ 関西 関東 中部 中国•四国（その他）

S20 谷口浩

S21 大矢根守哉 鬼頭勇 坪井正

S22 岸本雅夫 岸本雅夫

S23 岐美格傍0 尾谷博敏 京谷好泰 遠藤浩司

S24 （疇中）

S25 森川龍一 森川龍一 真部広隆 渡辺忠消享

S26 吉川和禰 岡田守夫 加藤孝之

S27 鈴木正直 山本巌 小林冨美禰 濱島辰雄

S28旧 乾宰人 乾宰人 高橋尚郎 寺谷忠部

S28 西田弘 宇多小路豊（新） 西岡良三 松田安正

S29 久光脩文 久光脩文 木村雄宗(ffi)

S30 亀山訓夫 赤松秀一 石田周二 大友満 撰親

S31 橋本昌 東良学 戸田凱夫 山本新市 和中宏樹

S32 坂戸瑞根 井上睦夫(ffi) 木村達也 赤松利章

S33 野田忠吉 蛭川昌 梅本毅 池村澄男僅） 藤田宏

S34 木谷彰宏 大泉治朗 三浦登志男 大鹿澄男 川口東白

S35 松木健次 矢部寛 太田脩二 初井英夫 大熊隆吉（九州）（新）

S36 四方光夫 四方光夫 宮下直也、山本明 井上應太 佐藤義政

S37 伊藤俊太郎 吉岡張、 小野孝之、浅田昭 紐節男、樗忠JI月 上出拓郎

S38 中川哲（中部） 安江彰治 善本毅 野呂周平 商橋正

S39 垣野義昭 澤田邦沼、岸田尚 藤田茂文

S40 島進 濱野消士 椋誠、 4りII四討 荒川義光 鷲尾誠一

S41 久保愛三 古池治孝 豊田洋民、中垣邦弘 松本和男 石原伯勝

S42 藤川卓爾（関東） 堀家弘 平尾隆、西野征規男 力嘩由人、伊藤和彦 下津正郎、有光秀雄催訊-)

S43 小畠達臨中国）
山中猛、林完爾

熊澤正博、芳村泰嗣 瀧正民 宇野義幸、江藤孝治
平田誠計、大西良弘

S44 並木宏徳 神田剛 二井内親兵衛 野口満之 石川王令

S45 田保栄三 各務嘉郎 坂口喜好 田附尚 囮田哲男

S46 三津田恒夫 千田衛、後藤久夫 松宮徹 鈴木昌彦 山本博孝

S47 秋山雅義 成瀬忠史(ffi) 小澤豊、広瀬勇次 太田誠一 新川登茂宜

S48 佐々 木美樹（関東） 成宮明、安盛善 増本雄治 野口好一 吉里勉

S49 閑納真一（関東）
日下部博昭、市場良行

吉田史郎 山崎雅之
柏木健男(ffi)

S50 山西健一郎 盛林茂夫、石川聡 長田守弘 下村豊 溝淵俊寛

S51 杉江俊治 深野明 岩波正 棚橋睛彦、,j松富夫 中筋和行（九州）

S52 中井善一傍0 尾上正削、小畠敬良 藤山一成 佐々木一衛 生田耕治

S53 石山拓二 北川聡一、竹ノ内壮太郎 川口靖夫 木村忠司 小田祐司（九州）

S54 坂口保彦 大崎安史、超埼永一 伴鋼造 冨田栄二、藤井慎吾

S55 小寺秀俊 奥田寛、姫田篤 松浦消、宮地豊 敷田卓祐

S56 楳木哲夫 岡村将光（新）、谷垣哲也傍r> 羽田英夫、石山和文(tfi) 竹内芳裕

S57 上井圭一郎 三宅俊也

S58 永瀬豊
池内消晃、西村高明

山下和彦 林知得
疋田理

S59 横小路泰義
長岡壮爵、浜本成久

田中正樹 平弘二、押川祐士
有川泰史

S60 新井聡（関東） 洲崎章弘、鈴木洋 村上弘記

S61 蓮尾昌裕 栗村隆之、二股一郎 粉川良平 大塚康司 後藤知伸

S62 川上浩司 篠原健治郎 小JII兼一郎 小関智史 田端伸章

S63 玉川雅章 加賀邦彦 枝村学 近藤好正 村田健史、久保木孝（九州）

H 1 石谷善博（関東） 柴田豊、望月正人 嗚海一雅、栗栖正充 平田直人

H 2 水山元 畑善裕、三輪雅彦 内山雅史

H 3 若林英信 高搬研一、能勢幸嗣 佐藤利勝

H 4 岩前敦 福谷和久、西田大 林秀樹、 久保崇 佐分利誠司（九州）、堀内匡

H 5 岩井裕 雪本徹、廣門泰樹

H 6 田中和人 安威俊重 阿部健一郎

H 7 ,j森雅晴 梅野宜崇、井尾賢司 古賀瑠 泉祐志、佐々木伸也 大西徹史

H 8 泉井一浩 塩瀬隆之、平澤拓 笹田義幸

H 9 佐野智一 平山朋子 螂了一

Hl 0 鵜飼宗紀 山内崇史 古株慎一（海外）

H 11 佐藤紘一

事務局といたしましては上記閑麒iを中心こ全会員のご協力をいただきながら各卒業年度同慈会との連携を密にしていきたいと考えております。
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平成13年度京機会決算報告 （自 H13.4. 1 至 H14. 3. 31) 

I. 一般会計の部

1. 前期繰越金

2. 収入

3. 支出

4. 次期繰越金
(Hl4.3.31現在）

5. 名癒積立金

6. 基本金

n. 特別会計の部

1. 資産財産目録

(H14. 3. 31現在）

2. 収支明細

摘要

前期より繰越

金額

11,811, 7551第一勧銀普通預金
現金

郵便振替口座
定期貯金

摘要 金額

預金利息

摘 要 金 額 内 訳

明 細 金 額

会員通信費 l, 283,096 評議:員宛文杏発送費 58,590 

秋 大会案苫手き(Hl内後類等3納発{・t)名送郵案使餌費内料発発金送送費費

450,380 
在大会 460,500 
返信はが 140,430 

名通簿信用関係切
98,680 
74.516 

印刷費 I, 321,330 

秋京総京機機季会大会会・会案内等印((o刷9111o'}4費,n))案印印内刷等嗣費印費刷

123,795 

春ニー季ュュー大ー会スス 費
583,443 
128,992 
485 100 

備品消耗品費 129,669 
文具等消ン耗関連品購用入費等備品購入代

34, 719 
パソコ 品 94 950 

人件費 1,977,002 常勤アルパイトト代代 ・保険代 l, 776,252 
臨時アルバイ 200. 750 

旅費 556,960 幹事会役貝旅費 202,200 

総そ会の等他出張旅費 343,840 
10 920 

全謀費 192 242 幹事会経費 192.242 
大会経費 593,509 総紐ム会懇nn親:rtr丘会等血経費 513,870 

79.639 
支部交付金 1,017,789 

関西支支支霜郎郎郎交交交認付付付金金金袢合
601,500 

関東 204,000 

悶 ．設立準備金
100,000 
112 289 

支部事業費 279,700 関東 部印刷費費等 142,865 

中部支部印国刷支 等 68,680 

そ中国の他・四国 部印刷費等 62,155 
6,000 

雑費 174,262 

郵便振込替動タ振手ー引込数保落料手関守数係契料約手数料

83,660 

銀銀行行振自 料
16,380 
22,207 

そプのリ他ン
36,750 
15.265 

ク匹ffi¥(令 266 000 266,000 
合 計 7 791 559 

』
第一勧銀定期預金
第一勧銀定期預金

内―
細 金 額

675,706 
222,430 

2,039, 719 
8,873,900 
11. 811. 755 

訳一

金
369 

56,400 
171 

金額

500,057 (内訳）

コ期末会費等前受金
988 124その他次期繰越金

8 930 300 ,' 
10,424,526 

V3, 174,000 
¥7,250,526 

YlO, 424~! 辺6

盟
一
苔
一

翌
一
肝

要

（朝永、岡本、金子、菊川、西原、長尾、

金を含む

竺金額＇

206,535 

旦基理
383,530 

金額ロ― 産種 1)

1,000,000 

2第第第年一一一国勧勧勧債銀銀111定定11（野期通期村預証((O0金券il12)) ） 1,800,000 
l, 000, 000 
1,000,000 
l 000 000 

1816471095 

収 入 -」 支

8,609 
9,987 
355 

18, 9511 

゜

2,000,000 
2,000,000 
7,200,000 
1,647,095 

Hl2年度決虹より
¥18951 増

注記：後納郵便担保金として¥217,000が拠出されています。

上記監査内容に相違ありません。 監事 矢部寛、 森川龍一、 植木努
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会計からのご報告と会費納入のお願い

平成 13年度の決箕報告では、支出が収入を約 140万円上

回っておりますが、これはニュース発行後の3月中旬以降に

集中して納入された今（次）年度分の会費を会計年度の制約で

前（今）年度に組み込んで記載してきたためであり、これを正

しく今（次）年度の収入とすると収支は大きく変わり 13年度

は若干の黒字になります。今年度より決算期を 2月末に変更

することを総会でご承認いただきましたので、今後は上記の

ずれは是正されます。そのほか、過去5年間の収支実紹に基

づいて、京機会活動の活性化、支部交付金の適正化、事務省

力化、等の諸対策を勘案した予箕を幹事会に諮り、総会でご

承認いただいております。

図は上記是正をされた各年度会費収入の変遷と各年度会

毀の内訳を示しております。平成13年度の会税収入は前年度

の落込みの対策により増加し、ほぼ11年度と等しくなりまし

た。しかし今年度は、期初の会費納入の伸ぴが小さく、 8月

～来年2月の納入を昨年度と同じとしても、期末の会跨収入

は 5,610k粁劉変に留まることになり、大幅な落込みとなりま

す。

名節データ管理、名簿発行、ニュース発行、本部 ・支部諸

ニュース広告の募集

行事の開催、総会 ・学年同窓会 ・研究室同窓会や各種会合の

ご案内、情報ネットワークの構築等、京機会の諸活動を今後

とも継続して運営 ・維持していくためには、会費納入率をよ

り高める必要がございます。個人の会費納入状況は同封の秋

季大会返信はがきに記載していますので、これをご確認いた

だき、お忘れの方は郵便振替用紙または銀行預金口座振替を

ご利用の上、年会野3,000円を納入下さるようお願いします。

会計年度
会沢納入の変遷

H10 

Hl 1 

Hl2 

H13 

H14 

H10年度会費 II 

。
200 400 600 800 

会費（万円）

◎京機会では、毎春秋発行の京機会ニュースヘの広告を、

募集いたします。（本ニュースでは、 P.9に1/4頁大の広告

が1件載っております。ご参照下さい。）

ニュースは卒業生、機械系関連教室の教職員に配付いたし

ます。また、関連教室の各研究室宛へも配付し、大学浣生

ならびに学部生も読んでおります。

（希望の学生には、個人配布も可。）

◎広告料は、右記の通りです。

◎お申込み • お問合せは、京機会事務局まで。

◎紙面の関係で、掲載サイズが限られる場合があります。

◎次号 (Nol2)広告の募集締切は、 12月末日です。

広告料金

A4判 1頁大

A4判 1/2頁大

A4判 1/3頁大

A4判 1/4頁大

A4判 1/6頁大

100,000円

60,000円

40,000円

30,000円

20,000円

（カラーの場合は5割増）

産業技術・起業・経営入門講座開講

京機会、第二世紀記念事業会と共同で、学生 ・院生の特別講接の一環として、下記の連続講演会を開催します。先輩諸氏の

参加を歓迎します。場所は京大機械教室で、時刻は15:30~1s:ooの予定です。詳しくはHPに掲載します。 （担当 ：松久）

① 10/4(金） 「ネット技術の活用で変わるものづくりの現場」 森本教稔（野村総合研究所）

② 10/18 (金） 「物づくりと法一模倣と規制ーおよび社内発明」 櫻井彰人（弁護士）

③ 10/28 (月） 「工学倫理 ・21世紀への課題」 野田忠吉（住友金属工業（株）元副社長）

④ 11/1 (金） 「海外生産および起業」 伊奈一雄（エスアイアイ ・マイクロプレシジョン社長）

⑤ 11/13 (水） 「21世紀における技術の展望とものづくり」 永井将（日立造船（株）顧問）

⑥ 11/14 (木） 「力学と経営 ：サプライチェーンマネジメント論」今岡善次郎僭：営コンサルタント、（株）ビジダイン代表）

⑦ 11/28 (木） 「映像技術の最新動向」 則武康行（三菱電機（株）先端技術総合研究所）

⑧ 12/4(水） 「技術屋のものづくり企業経営体験論」 石坂 章（日本ジョンクレーン（株）社長）

⑨ 12/11 (水） 「ものづくりでのベンチャーの立ち上げ」 佐々木美樹（日本アジア投賓常務取締役）

⑩ 12/13 (金） 「経営者から見た物づくりの現状と将来、そして技術者の役割」 小澤三敏（住友重機械工業（株）相談役）
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第二世紀記念事業会からのご報告

第二世紀記念事業会では、本事業の趣旨である「産業界と

機械系工学関連教室の交流促進」を図る為、毎年、機械系学

部3回生の工場見学旅行に要する経費を一部補助するなど、学

生の実学経験にかかる経費の一部を負担しております。本年2

月には25名の3回生が本事業会より補助を受けて3泊4日の「エ

場見学」に参加しました。

また、本年度は新たに、機械系教室の教育活動の一環とし

て7月に開催された「博士課程学生対象見学 ・講演会」への

助成も行いました。以下に当日の様子をご紹介します。

梅雨明け間近である 7月 18日（木）に、相生市にある

「SPring8」を訪問 ・見学しましt;:., 「SPring8」は科学の光と

もいえる「放射光」を発生する施設で、民間企業 ・大学 ・官

公庁等国内外の諸機関が様々な研究開発に利用しています。

同施設広報部の方にビデオ等で施設紹介をしていただいた

後、≫ 世界最高レベルの施設”と言われるビームラインを見

学しましf:'.:o午後からはSPring8/JASRI生物医学グループの

佐々木裕次氏のご講演があり、講演後は同氏への活発な質疑

応答も飛び出

しまし1::.,
本事業会と

しましては、

今後も 「学生

と産業界との

交流企画」に

ついて、大い

に推進してい

きたいと考え

ております。
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技術者ネットワークの登録データの公開

このたび京機会会員で技術者ネットワークに登録された方 89名のデータをホームページ京機会情報ネットワーク

(http: //IVIVIV. hi-ho. ne. jp/ dai2seiki/#)の「技術者ネットワーク」にて公開しました。また、ホームページには掲載されて

いないデータを含めて 107名の資料が京機会の部屋にて閲覧できます。技術相談などにご利用願います。なお，登録変更や新

規登録については、第二世紀事業事務局傭t、京機会事務局）までご連絡願います。 （担当 ：松久、小寺）

京機会webforun活用のお願い

標記の件は、林莞爾氏(S43)のご協力を得て昨年度末より試

験運用を開始し、 5月初めに訂正の上、本運用を開始してお

ります。残念ながら、本運用を開始した時期が、修士2回生

の就職活動の終盤にあたっていたため、今年春の就職活動で

はあまり活用されませんでしt:.o
このフォーラムは① 「お知らせ掲示板」 ：Forwnの運営その

他の意見交換、② 「就職 ・転職フォーラム」 ：4回生、修士2

回生と企業に属する先輩会員との情報交換、③ 「技術フォー

ラム」 ：会員同士の技術情報の交換、から構成されます。今後

は、「就職・転職フォーラム」につきましては、来年春の修士

学生の就職活動に向けて、「学生と先輩との交流会」参加企業

を中心に先輩からの各社の自己紹介の投稿を依頼し、各社の

蘊的なリクルート活動が開始される前段階で学生と先荒と

の交流に利用いただきたいと思います。事務局から参加企業

には再度｛虹項のメールは出させていただく予定ですが、ご協

カのほどよろしくお願い申し上げます。今年度より本格化し

ましたインターンシップに関連して、現4回生の来年度のイ

ンターンシップ参加に向けての交流もしていただければと思

っております。「技術フォーラム」につきましては、会員同士

の情報交換に明日からでもご利用ください。Forumに載せに

くい内容をご相談されたいときは、互いに自分のメールアド

レスや電話番号等を明らかにして、直接接触をするきっかけ

に使っていただいて結構です。良い意味での会員同士の「出

会い系サイト」にしてください。

運用を開始したwebですが、いかに租極的に活用するかが

今後の発展に影幽します。皆様方のご協力と積極的なご提案

をよろしくお願い申し上げます。 （担当 ：北條、松久）

利用方法： URL:http://www.geun.eo.jp/keikikai/ 

新規登録用パスワードには 「k-8rt25m」を入れてください。

なお、この情報は京機会会員限定です。

広 告

企業OB、現役研究者の方々！

ピジネスアト./¥・イザー登録受付中！

詳しくは下記連絡先まで！

ビ
ジ
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ス
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す
＇
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新
事
業
開
発
は

当社は大学教官・企業研究者の技術シーズを共同で開
発し、外部へのM&A、ペンチャー企業創出をするユニークな

企業です。

•ナノテク）ロジ一

•精密機械

•J\・イオサイエンス

・電子材料 他

テク／ロジーシードインキュペーション株式会社

TEL:075-213-8651 FAX:075-213-8652 
http://www9.ocn.ne.jp/~tsi/ 

京都市中京区東洞院通御池上ル船屋町423プレシャス御池805
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京機会関東支部からのご報告とお知らせ

京機会関東支部では、支部活動活性化の一環として、平

成14年7月5日（金）、 NIT武蔵野研究開発センターにて、支

部初めての「異業種交流会」を開催した。

平日の開催であったが、小澤三敏支部長(S33、仕友重機

械工業）、二宮敏副支部長(S33、バブコック日立）をはじ

め34名の参加を得て盛況であった。

まず'NIT技術史料館(2000年11月オープン）にて日本の通

信技術の進歩を辿り、次に本館2階の先端技術展示室でマ

ルチメディア体験、質疑応答の後、今井和雄氏(S49、NIT

ドコモ）による「モバイル通信の現状と将来」と題した講

演があり、最後は懇親会で締めとなった。

本館 ・史料館共に中央が吹き抜けの現代建築でありITの

未来的雰囲気を体現していた，展示では、戦前の手回し’厖

話から最先端の通信衛星、更に3Dオンラインショッピング

まで、普段はなかなか見る機会のない典味深いものが多く、

時間が足りない位だった。解説でEコマース、ブロードバ

ンド等のカタカナ言葉が飛交う様は正に「異業種交流」だ

ったが、クロスバー交換機のような古い根幹技術を史料館

に納めて大事に伝承している点、 1984年の世田谷とう道火

災（三菱銀行の回線が焼けた事件） ・1995年の阪神大震災で

の非常時の教訓を今に活かす姿勢は、業種が違っても同じ

であり共感を党えた)

質疑では「JRの自動改札でSUICAとテレホンカードを重

ねると通らないのはなぜか」、「異なった文化 ・言語圏間の

双方向コラボレーションをより易しくするための今後の

研究開発は」等の活発な質問が相継いだ。講演では「携帯

電話の普及数は7,000万加入。固定電話を上回り正に1人

1台の飽和状態」という現状紹介の後、「車、ペットなど

動くもの全てにモバイル通信すれば3.6憶加入まで伸ぴ

る」という前向きな姿勢にIT産業の若さと勢いを感じた。

懇親会では、最年長の岡野幸夫氏(S27)と最年少の高橋

講司氏(J-112、NTTデータ）にも挨拶を頂き、多彩な参加者の

親睦を祝して終了しt.:.,,

n
 

A冨事―`

I 

なお、関東支部では平成15年1月下旬に第3回総会 ・新年

会を開催する予定です。同時にリカレント教育の開催を計

画しております。

詳細は追ってご連絡いたします。京機会本部のホームペ

ージもご覧下さい。

中国・四国支部からのご報告とお知らせ

平成1牡F度前期活動報告

5月17日、川口支部長 (S34、宇部興産）が高知工科大学

の学生を対象に「変化の時代を生きる」と題して特別講演

を行いましt.::..,これは、同大学の河田教授が、昨年秋の支

部役員懇親ゴルフ大会の折に、宇部興産（株）の機械事業関

連の工場を見学されたことを契機として、同社に正式依頼

があり開講されたものです。講演の内容、要旨は以下の通

りでしt.::..,

講演内容 ：

(1)会社事業（宇部興産（株）機械事業部門）内容紹介

(2)これからの会社の変身（事業再構築、事業モデルの変更）

①グローバル化 ：欧米先行の企業のダイナミックな変身事

例 (GE・.・) 

②日本 ：嵩コスト構造物造りの外注化（含海外）

③自動車会社の変身 ：ビッグ3、 トヨタ、ホンダ

④日本でしかできない物造り製造事業の例（宇部アルミホ

イール事業）

(3)その他参考体験事例

①人脈作り

⑳ NTINUOUS IMPROV叫即T(会社が変わる。自分が変わる。）

麟注生産型機械設計の90%が直感とバランス感党

講演要旨 ：欧米が先行して進めるダイナミックな変身事例

や、 13年間で世界のビッグ3の仲間入りを果たした宇部ア

ルミホイール事業に関する支部長自らの実践例をもとに、

これから社会に出て行く学生の人たちに、激変する現在の

社会的、経済的環境変化を生き抜くためには、個人はもと

より企業や官庁がいかになすべきかについて、氏の考え方、

生き方について話されましt:.a
2003年度総会開催案内

次年度総会は2003年2月初旬頃、マツダ（株） (J1;, 島県安

芸郡府中町）で開催予定です。この機会を利用して 「デジ

タルエンジニアリング」をテーマとした講演会（複数企業

を予定）を開催し会員相互の技術交流を行う予定です。皆

さん柄ってご参加ください。

訃報

当支部の設立に大変ご尽力されました（株）アイメック

ス元社長藤田卓ー氏 (S43、評議員）におかれましては、

平成14年7月12日末明ご病気のためご逝去されました。こ

こに謹んでご報告致しますと共に故人のご冥福をお祈り

申し上げます。
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関西支部からのご報告とお知らせ

平成14年4月20日の本部総会に先立ち、同日支部総会を

開催し、平成13年度の活動報告、会計報告、関西支部規約改

正、平成14年度の役員改選及ぴ活動計画の審議を行い、決定

いたしました。紙面の都合上、平成13年度会計、支部規約改

正、新役員、平成14年度上期活動、下期活動の開催等につい

てご報告し、ご紹介いたします。

関西支部規約改正

■支部規約改正の目的

京機会本部において、会計を2月末で締めることが提案さ

れたこと、また、関西支部以外にも設立された他支部所属会

員の方々が本部総会に参加された際、従来より本部の春季総

会に併せて開催されていた関西支部総会のために時間のロス

等ご迷惑をおかけする事象もでてくること、等から支部運営

会議で対応を検討した結果、本部総会開催日以前（例えば新

年会に併せ）に決算報告、役員人事を決める支部総会を行う

ことが妥当であるとの結論に至り、今年度支部総会において、

事業年度を 12月末締めとする支部規約改正案が提案され、承

認されましt~

■支部規約改正の内容

従来の4月 1日から 3月31日までの事業年度を、 1月1日

から 12月31日までに改める。

■支部規約改正における新旧比較

〇旧規約

（第4条）活動

本会は年度ごとに以下の活動を行う。

・ 支部総会開催 (1回以上）

• その他本会の目的に沿う活動

0新規約

（第4条）事業年度およぴ活動

「第1項」事業年度は、平成14年度は平成14年4月 1日

から 12月31日までとし、以降の事業年度は暦年とする。

「第2項」本会は事業年度ごとに以下の活動を行う。

・ 支部総会開催 (1回以上）

• その他本会の目的に沿う活動

平成14年度関西支部役員

支部長 坂戸瑞根氏 (S32、コベルコ冷寮畝テム常務取締役）

副支部長野田 忠吉氏 (S33、住友精密工業社友）

藤 孝氏 (S34、元川崎重工業）

名和基之氏 (S44、松下電器産業）

牧野俊郎氏 (S47、機械物理工学専攻教授）

監事 西田 弘氏 (S28、西田エム・イー研究所）

事務局長本地真一郎氏 (S45、松下電器産業）

事務次長上原一浩氏 (S53、神戸製鋼所）

評議員僧泊の方のみ）

野村 剛氏 (S51、松下電器産業）

鴻野雄一郎氏 (S44、住友電気工業）

谷垣哲也氏 (S56、島津製作所）

岡村将光氏 (S56、三菱電機）

島岡清重氏 (S55、三菱自動車工業）

坂口 保彦氏 (S54、西日本旅客鉄道）

福森康文氏 (S32、大阪ガス社友）

平成13年度関西支部会計報告
収入

項目

本部からの交付金 601,500 

前年度からの繰越金 1, 173, 761 

新年会参力開t I, 190,000 

新年会案内広告掲載科

゜受取利息 275 

計 2,965,536 

平成14年度上期活動報告

■異業種交流会の開催

支出

項目

異業種交流会運営費

産学交流会運営典

総会，運営会議役員会喪

新

そぴ雌蹟

予
計

単位（円）

決算額

80,000 

120,000 

89,371 

1,359,526 

64,657 

1,251,982 

2,965,536 

平成14年度最初の異業種交流会に際し、登録会員、支部役

員他の会員に案内を行い、下記のとおり開催いたしました3

第 11回： 6月5日 (71<) 於松下電器生産技術本部

（参力時錢女41名）

講演：

「DVD関連製造装置の概要について」丸尾朋弘氏(S57)

「DVDマスタリング装置の超高精度位置決め技術」

藤田佳児氏(S56)

「製品歩留解析用異物検査装置について」

長崎達男氏(S61)

見学：生産コア技術研究所、

ファクトリー・エンジニアリングセンター

懇親会

■産学交流会の開催

前号でご報告の交流会以降、登録会員を中心として、下記

2回の設計・製造・材料・機素・振動懇話会ほ湛機3交会）

が開催されました)

会場：京都大学工学研究科物理系校舎

第 10回： 3月30日（土）（参力時楼女22名）

「エ作機械と生産システムの現在と未来」

京都大学 垣野義昭氏 (S39)

「3DCADを中心としたコンカレントエンジニアリング」

三洋電機 河田宏 氏 (S45)

第 11回： 7月13日（士） （参力時f数38名）

「腐食損傷事例から何を学ぶか」

京都大学 駒井謙治郎氏 (S38)

「鉄道車輌用車輪・車軸の安全と工学倫理」

住友精密工業野田忠吉氏 (S33)
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平成14年度下期活動案内

今後の行事開催予定は次のとおり。

関西支部総会 ・新年会のお知らせ

開催日 ：平成 15年 1月 17日（金）

場所 ：ホテルグランビア大阪

・総 会 ：17:30,..._, (孔雀の間）

• 新年会 ： 18 :30,..._, (名庭の間）

・幹事会社は副当番会社の（株）神戸製鋼所

関西支部会員には別途ご案内通知を発送します。

また、詳細ぱ後日、京機会HPにも掲載します。

関西支部以外の方のご参加も歓迎します。支部会員以外

で参加希望される方は京機会事務局迄ご連絡下さい。

事務局より別途詳細をご案内させていただきます。

関西支部産学交流会のお知らせ

第12回設計・製造・材料・機素・振動懇話会（京機 3交会）

ビールでも飲みながら、以下の講演を肴に情報交換をしま

しょう。

日時 ：平成 14年 12月 14日（士） 13:30~ 

会場 ：京都大学工学研究科物理系校舎 216室

1)「航空業界の動向とヘリコプター駆動装置の開発」

五井龍彦氏 (S57、川崎重工業（株））

2)「古典的機械技術における特許と発明質」

久保愛三氏 (S41、京都大学）

講演終了後は、忘年会を兼ねた懇親会を開催します。

登録会員以外の方の参加も歓迎します。

懇話会当日、会場へ直接ご来場戴きましたら結構です。

産学交流会の風景

関西支部異業種交流会のお知らせ

第 12回異業種交流会

日時 ：平成 14年 10月 1日(:k)14:00~19: 00 

会場 ：（株）神戸製鋼所高砂製作所セミナーハウス

山陽電車荒井駅下車徒歩 3分

地図はHPに掲載しており ます。

スケジュール ：

13:40~ 受付

14:00~ 挨拶 ・嵩砂製作所紹介

14:20~ 技’講演会

① 「クランク軸の製造技術とその進歩について」

森 啓之氏

② 「圧力容器メーカーのASME品質保証システム」

榎 本 吉男氏

③ 「高性能動力回収型圧縮機の開発」三宅俊也氏

④ 「デジタ／頃り御磁気軸受の圧縮機への適用」

佐成弘毅氏

15: 10~ 鋳鍛鋼工場（クランクシャフト工場、

8000トンプレス）の見学

17:10~ 質疑応答

17:30~ 懇親会（セミナーハウス、参加費3,000円）

第12回交流会の参加申込 • お問合せは、関西支部事務局

事務次長上原一浩（（株）神戸製鋼所）迄こ漣祟打ごさい。

TEL 0794-45-7820、FAX0794-45-7832 

その他のお問合せは、京機会事務局まで。

第 13回異業種交流会

今冬、住友電気工業（株）にて開催予定です。

詳細は追つてご案内いたします。

異業種交流会の風景

ー・ー・ー・ ー・ー・ ー・ー・ー・-・ー・ー・ー・ー・～・ー・ -. ー・ ー・-. ー・ —. . ー ・ ー ・ ー ・ ー ・ ー ・ ー ・ ー ・ —

「京機福岡の会」にご参加を

京機会では、平成11年の関西支部設立につづき、この1、2年で関東、中部、中国 ・四国支部をつくり、さまざまな活動を

しています。また、九州には15銘の会員がおり、そのうち福岡に89名が集中しています。京大生は昔から群れをなさないと

いわれてきましt:.oしかし、最近は技術者といえども、広い情報および人的なネットワークが必要とされています。そこで、

「京機福岡の会」を作ろうということになりました。気楽に顔を合わせて飯でも食べようというものからスター トしたいと

思います。昔話に花を咲かすもよし、これからの技術情報の交換もよし、多くの方が参加されることを希望いたします。も

ちろん福岡以外の方の参加も大歓迎です。添付のはがきにて出欠をお知らせ願います。

◎ 「京機福岡の会」の開催要項は、 P.3をご覧下さい。
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会員のページ

洛悠会（昭和 27 年卒）卒業 50 周年総会開催のご案内
日時：平成14年10月25日 （金） 11 : 00,...._, 15 : 30 
集合：機械系教室ロビー (11:00)、

機械系教室と総合博物館見学
総会：料亭 

“
左阿禰

’
'（丸山公園）（13:00 開始） 

連：山本巌
 

第 19 回花房研究室同窓会開催のお知らせ
第19回(2002年度）花房研究室同窓会を下記にて開催いた

します。また伴わせて第14回ハイテクノロジ一懇話会も同時
開催いたしますので、 同窓生の皆様多数の御参加をお願いい
たします。

日時：2002年11月23日（土）
ハイテクノロジ一懇話会 15:00,....__, 
花房研究室同窓会 l7:00~ 

場所：京都センチュリーホテル偉：都駅前）
なお、詳細はおってお知らせいたします。

担当：市原順一  

平成 14 年度泰山会開催のご案内
（昭和 27 年入学／昭和 31 年卒業同窓会）

下記により、 平成14年度の泰山会を開催いたします。
今 までは関西圏での開催でしたが、 会員各位のご要望により
本年は中部圏での開催を計画しております。

木曽川を見下ろす国宝犬山城 （白帝城） や国宝茶室の如庵
【じょあん】 （ 宇楽苑【うらくえん】）、そして日本モンキーパ

ークの見学、散策を楽しんでいただきます。 その後、犬山市
内のサンパーク犬山で懇親会を行います。多数ご参加下さい。

開催日 ：平成14年9月26日 （木） 集合時間 12: 30 
集合場所：JR名古屋駅構内 新幹線改札付近
懇親会 ：サンパーク犬山 18:00 '"'--'20:30 

幹事：梅谷 陽二、山本　新市

なお、翌日9月27日（金）には、犬山カンツリー倶楽部に
て有志の方によるゴルフコンペを予定更なる懇親と健康増

進を図ることにしております。 （幹事：山本新市記）

大谷隆一先生ご退官記念シンポジウム ・ パーティ ー報告
平成14年 5月11日、大谷隆一先生のご退官記念シンポジ

ウム及ぴパーティーを開催しました昼は物理系校舎でシン
ポジウムを行い、 大谷先生が最終講義をされました研究室
OBや大谷先生と親交のある方々が内外から大勢参加され、大
谷先生の「高温強度」に関するご研究の集大成を楽しく伺い
ましt¼夜は場所をホテルグランヴィアに移し、 パーティー

を行いました参加者全員、 昔を懐かしみながら先生のご退
官をともにお祝いし、 楽しく和やかなひとときを過ごしまし
た。 ( P. 16 の写真参照）

「森美郎先生の喜寿を祝う会」（森研究室同窓会）
恩師森美郎先生が 今年で数え77オを迎えられたので、森研

究室同窓会では平成14年 8月 3日 （土）、 ウエスティン都ホ
テルぽ都）を会場にして、森先生と奥様においでいただき、

「森美郎先生の喜寿を祝う会」として研究室同窓会を開催し
た。 盛夏の頃ではあったが、70名を越す同窓生とご夫人方、
お子様、お孫様まで含め100余名という多数の参加があった)

森先生からは、機械工学教室でのスポーツ大会のことや大学
紛争当時の思い出のお話があり、 また各 卒業年次 ごとに大学
時代のエピソー ドの紹介があって、 学生時代に戻っての楽し
いひとときを過ごした最後に琵琶湖周航の歌の大合唱があ
り、 森先生にご多幸を祈念してのエールを送り、 盛会裡に閉
会した， 佐瑯寛(S35) 記、P.16 の写真参照）

五十年会（昭和 25 年卒業）2002 年春季例会報告
平成14年5月9日（木）に大阪倶楽部で春季例会を開催し、

13名が出席しました今回は五十年会恒例の卓話で合田英之
君から「アミッシュ (Amish) の人々」の紹介がありましt¼
アミッシュは、再洗礼運動の一派のメノナイト派から分離し、
アメリカヘの移民後、 今 日迄、 ペンシルバニア州東南部等に
生き続け、 宗教的な教義のみならず、日常生活の実践におい
ても、その特異性は守られ続けている。アミッシュの文化は、
人の生き方を平和的な生き方へと溝いて来た。 軍務への参加
を許さず、 人と人との交わりは親密、自動車は禁止、 電化製
品はタブー、 宝石 ・ 室内トイレ ・ 化粧品等禁止、 等々その極
めて素朴で質素な生活が、資料をもとに紹介されたこのよ
うな一群の人々が、 現在のアメリカに存在している事に、 一

同驚きと強い感心を持って、 聞き入った環境問題等が深刻
な現在、 大いに考えさせられる一面を持っている。

昼食後、 各自近況を語り合った。 皆さん元気に各種の分野
で活躍されており、 合田君の卓話をはじめ、 お互いに啓発さ
れる事が多かっt¼

次回は平成14年10月25日（金）に同じ大阪倶楽部で開催
の予定です。

（幹事：長尾剛一、野木圭三：野木記、P. 16 の写真参照）

昭和 38 年卒＝38 会のクラス会のコ報告
学部卒業 は昭和38年(1963)ですが、殆ど全員が40年修士

修了という希な同級生です。爾来 5年ピッチでのクラス会は、
京都を中心に、 比叡山、 嵐山、源氏物語ゆかりの宇治の浮き
船亭、琵琶湖八景の堅田とやってきました これまでは、大
学に居る井上、駒井を世話係として行いましたが、 二人とも
残すところわずかとなり、幹事交代僧潜事、 西岡陸夫） の
話が4年前の琵琶湖の時に決まり、 関東で開催ということに
なりましt�

わが 38年の有志は、 関東地区では6ヶ月毎に集まってお
り、その場では、海外開催2002年5月プーケットの案で固ま
っていましt�しかし年頭に皆の意見を聞いてみると5日間
のツアーは現役で働いている人には、忙しい、家庭の事情（妻、
親が病弱）、コ ストがかかりすぎ、本 人の健康の問題などの理
由で、 関東地区、温泉、 西寄り、 で場所の選択をしました。
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各人の匝かれているシチュエーションは実に多様である事を

思い知らされました）

前置きが長くなりましたが、結局6月 1~2 日（土～日）、

16名の者が、伊豆の歴史と湯の里修善寺に集まり、京大せん

べいをむしばみつつ、京大の青春の唄を吟じながら、楽しい

会をもちましt� また、テニスあり、 ゴルフあり、修善寺の

古い街の散策ありと、健康増進にも心を砕いて、楽しい 2 日

を過ごした事でした，

次回は中部地区で、中川、 野呂君に幹事をお願いしていま

す。 2、3年後開催してくれる様です。

（幹事：西岡陸夫記、P.16 の写真参照））

第 14 回機河会（河本研究室同窓会）の報告

本年も例年通り機河会総会が8月の第四土曜日(8月 24

日） に京大会館で開催された。13 時に柴田先生のご案内で河

本 先生ご夫妻がお元気なお姿を見せられて総会をスタ ー トし

た。参加者は先生ご夫妻を含めて2 5名と盛況で、昭和23年

卒から昭和51年卒まで多岐にわたった，冒頭に90歳になら

れた先生から数字と年令にまつわるお話があり、全員が先生

のご記憶の確かさとお元気なご様子に安心した次 第である。

また昭和54年卒の現機械材料力学詢座（連続体力学分野）

の北條先生のご参加もあり、参加者近況報告の最初に研究状

況の紹介や新キャンパスの状況などご報告頂いたっその後、

お互いが歓談する中で若手からlI厠欠近況報告を和やかに行い、

最後には大先翡の方々から戦争体験に伴う秘話など興味深い

お話も披露され、全員が話に聞き入り予定 時間を超過する程

であっt;:.,閉会するに当たって次回の幹事を昭和4 0年卒の龍

野、三谷両氏にお願いすることとし、16 時 15 分に散会した)

（椿本敏 弘 (S4 2 卒） 記、P.16 の写真参照）

京機九日会のご報告

平成14年の京機九日会は、S31年卒が幹事を担当して次

のとおり開催されましt�

2月9日 1 8名出席

卓話「次世代人工 I滋蔵の開発」

4 月9日 19名出席

卓話「海外自転車旅行」

赤松映明(S31)

田村和彦(S31)

6月 10 日 13名出席

卓話「粉体工学」 小浜弘幸(S32)

8月9日 17名出席

卓話「ボランティア活動」 東 良学(S31)

10月開催予定 10月9日

卓話「高粘度液輸送・ヘイシンモー ノポンプ」

山下幹夫(S31)

なお平成15年も、2月、 4 月、6月、 8月、10月の 5回

陳則各月9日） 開催予定 です。

場所：中央電気倶楽部

大阪市北区堂島浜2-1-5 TEL : 06-634 5-6351 

時刻：11:00~14 :oo、会費：4 000円

お問合せは、常任運営委員 尾谷博敏氏(S23)まで。

 (S31、椎本 昌記）

京機・京都の会のご報告

本 会は、7 月9月に下記の通り例会を開催いたしました。

◎第15回例会

日時：平成14年7月 6 日（土） 12:00~14:30

場所：ウェスティン都ホテル京都、参加者：15名

話題：1.「人工心嗚開発の現状」赤松映明氏(S31)

2.その他

◎第 16回例会

日時：平成14年9月7 日（土） 12:00~14:30

場所：ウェスティン都ホテル京都、参加者：15名

話題：1. 「定年大工」沖野教郎氏(S31)

2. その他

教官の異動

異動

落合庄治郎教授：本年4月1日、京都大学国際融合倉1J造センクー

創造部門 へ異動

鷲津 正夫教授：本年4月1日、東京大学大学浣工学系研究科

機械工学専攻へ異動

中部主敬助教授：本年4月1日、大阪府立大学工学研究科
エネルギー機械工学専攻、教授に就任

玉川 雅章講師：本年4月1日、九州工業大学大学浣生命体

工学研究科生体機能専攻、助教授に就任

加畑 博幸助手：本年4月1日、東京大学大学浣工学系研究科

機械工学専攻へ異動

就任

富田 直秀教授：昭和54年に早稲田大学理工学部金属工学科

を卒業 俊 昭和56年に博士課程前期修了。

同年 4 月佐賀医科大学医学部に再入学し

医学生兼医工学研究者として研究に従事。

昭和 62年に医師国家試験合格後は奈良

藍鰯外科学教釦藷医、国立奈良病

院研修医として勤務し、傍ら京都大学生

体医療工学研究セソクーにて研究を続け、平

成 6年京都大学生体医療工学研究セソクー（現、 再生医科学研究

所）に助教授として採用、平成14年に京都大学国際融合創造

セン炉、創造部門（生体・医療工学）に教授として就任3同 時に
工学研究科機械工学専攻、バ イオ幻ゾニアリング講座医療工学分野、

及び、医学研究科外科系専攻、生体工学分野を担当。 研究室

では工学、生物学、臨床、薬学など多分野の研究者が協力し

合い、再生医学、生体材料学、バ イオメカニクスなどの成果を臨床の

場に展開している。 趣味は仕事、テニス、7
ゞ

llック71臼演奏等。

ー
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岡田 守民助教授：昭和39年3月近畿大学理工学部数学物理

学科卒業、同年4月1日本学助手採用、

原子炉実験所原子炉部門に所属、昭和42

年4月1日より本学大学院工学研究科教

官併任、平成3年2月大阪大学工学博士

取得、 平成4年5月（社）大阪ニュ→リアサイ功

ス協会協会貸受賞、平成7年4月 1日より

原子炉実験所核井峠令—基礎研究部門に配

置換え、平成14年3月1日本学助教授、主に原子炉実験所研

究炉 (KUR)に設置された低温照射装置 (LTL)を用いて、 lOK

の極低温を中心に370Kまでの任意の温度で、耐放射線材料と

して知られているMg()などのセうミッ奴材料や紆ル、ゲイヤモント□SiC 

等の半導体材料を原子炉中性子で照射し、材料中に導入され

る照射欠陥の初期生成過程の解明や半導体特性に与える影幽

等について研究している。

鈴木基史助教授：昭和61年京都大学工学部物理工学科卒業、

昭和63年修士課程終了。その後、（株）

豊田中央研究所にて、機能薄膜および表

面界面物性の研究に従事。同社ですすめ

た磁性人工格子の巨大磁気抵抗効果の研

究で、平成 10年、京都大学博士（工学）

( ¥ 麟 。また、動的斜め蒸着法によって、

•一 螺旋やヅクすグなど工—クな形態を有する

薄膜を作製し、光学素子や触媒への応用に関する研究も行っ

た。平成14年4月、京都大学大学浣工学研究科機械物理工学

専攻汀スコピック物性工学講座助教授に就任)イオンビームを用いた

薄膜成長初期過程の解析、3次元薄膜成長シミュレークを用いた動

的斜め蒸着膜の形態設計等の研究をすすめている。

西脇 異二助教授 ：昭和61年京都大学精密工学科卒業、昭和

63年京大大学浣修士課程精密工学専攻修

了、同年株式会社豊田中央研究所に入社。

平成7年1月に企業派遣により、米国ミ湘ツ

大学機械工学・応用力学学科入学、平成10

年5月にPh.Dを取得。平成14年月株式会

社豊田中央研究所を退職し、同年4月1日か

ら本学助教授。大学浣工学研究科精密工学

専攻システム工告埒蒋座に所属し、主に最適設計と生産システム、自動

車工学および車体圏盟交計法に関する研究に従事している。

技術士（機械部門） 。

梅野宜崇講師：平成7年京都大学物理工学科卒業、 9年修

士課程機械物理工学修了、 11年4月1日

本学助手。14年1月博士（工学）取得、 14

年7月1日本学講師。大学浣工学研究科

機械物理工学専攻材料強度物性学講座に

所属し、原子 ・ 電子ザ岐を用いた微1J屯•

料の強度評価をデマとして、第一原理解析

による材料の理想強度評価、第一原理分

子動力学法による界面の強度評価、カーホツ切チュープの強度解析、

瓢

＆
 

原子構造体の不安定変形解析等を行っている。趣味はテニス、モ

ーグルスヤ、英会話c

田中 基嗣助手：平成8年京都大学工学部機械工学科卒業、

同 10年京都大学大学浣工学研究科機械

工学専攻修士課程修了、同 13年同博士後

期過程修了。同14年4月1日、本学助手。

大学浣工学研究科機械工学専攻連続体力

学研究室に所属し、主に超高温用のセうミッ

ク基許復合材料や金属基複合材料のメゾスケール

での破壊挙動とそのシミュレーション、複合材料

における最適な界面の設計手法の開発、複合材料中のメゾ要素

の力学特性の高精度評価法の開発、ナ）コ→ィングを用いたセうミック

麟合材料の同砒性改善蒜の開発と評価などを専門に研

究している。

伊藤靖仁助手：平成11年3月京都大学工学部物理工学科卒

業、平成13年3月京都大学大学浣工学研

究科修士課程機械工学専攻修了。平成14

年 3月同博士後期課程を中退し、同年4

月より京都大学大学浣工学研究科助手に

着任。機械工学専攻 ・熱流体工学分野 ・

流体工学講座に所属し、化学反応を伴う

液相乱流場における乱流混合反応機構の

解明、外力を利用した流体混合および化学反応促進技術の開

発を行っている。趣味は海外旅行。

朴正圭助手 ：平成3年漢陽大学(Hanyang)機械工学科卒業、

同5年韓国科学技術院 (KAIST)修士課程

機械工学専攻修了、その後、起亜自動車

中央研究室で5年間、車の騒音と振動の

研究、平成10年退伍同 11年京都大学

大学院に入学同14年3月博士号を取得し、

同14年4月1日、本学助手。大学浣工学

研究科精密工学専攻振動制御システム講座に

所属し、主に機械力学、制振制御問題、動吸振器の応用など

について研究している。

河崎澄助手 ：平成8年京都大学工学部機械工学科卒業、 平

成 10年京都大学瑞I甜升斗学研究科ヰ冴`

変換科学専攻修士課程修了、 平成12年

博士課程修了。日本学術振興会研究員を

経て、平成14年2月より本学埓砕二升斗学

研究科助手。熱ヰ峠二ぅ因換分野に所属し、

主に往復動式内燃機関の高効率化 ・有害

排出物質低減、および乱流混合過程の数

値沿ミレー沿ンに関する研究に従事。
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第 14回機河会 （河本研究室同窓会）
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五十年会 （昭和25年卒業） 2002年春季例会

編集担当（木村健二、蓮尾昌裕、田中和人、小森雅晴、段智子）

平成 14年度春季大会学生と先益の交流会懇親会の風景
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